
資料聰 4
地方 自治体 による総合特区の評価について

1 総合特別区域の名称

持続可能な中山間地域を目指す自立的地域コミュニティ創造特区

2 総合特区計画の概要

別紙のとおり

3 総合特区計画の指定時期及び認定時期

平成23年 12月 22日 指定

平成24年 2月 28日 認定 (平成25年 3月 29日 最終変更)

4 財政・税制・金融支援の活用実績

金融支援 (利子補給金):2件

小国地域における生活交通事業 (過疎地有償運送)で、NPO法 人M tt Nサ ポー トが

マイクロバスを購入する際に、総合特区支援利子補給金制度を活用することよって事業

者の金利負担が軽減され、事業が円滑に実施された。

5 規制緩和を活用した事業の実績

地域活性化事業 :過疎地有償旅客運送マイクロバス有償貸渡事業 (通達「過疎地有償運

送者による自家用マイクロバスの有償貸渡 しの取扱いについて」平成

25年 3月 21日 付国自旅第599号 )

総合特区内において、過疎地有償運送を行うNPO法 人がマイクロバスのレンタカー

事業を行う場合、マイクロバス以外の車両を使用した2年以上のレンタル事業の実績を

有 していなくても、レンタカー事業開業当初から他人の需要に応 じて過疎地有償運送の

用に供する自家用マイクロバスのレンタルを行うことが可能になったもの。

NPO法 人によるマイクロバスのレンタカー事業については、山古志地域 。大田地区

及び小国地域において準備が進められているところであり、今後規制緩和の活用が期待

される。



6 地域独自の取組の状況

市では、NP'0法人が行う生活交通サ■ビスに対して財政支援 (地域生活交通補助金)

することにより、生活交通を維持することができた。また、NPO法人等に対して、地

域づくり等の専門家を招いた研修会の開催や先進地視察なども実施しており、地域の多

様な活動を支援することでコミ三ニティ機能の維持等に寄与し、中山間地域め生活交通

の維持に貢献した。

7 目標に向けた取組の進捗に関する評価

【平成25年度 川口地域】

評価指標 (1):住民基本台帳人口

‐  目標値 :4,865人  実績値 :4,800人   [達成度 98%]

評価指標 (2):市政への満足度 (バ ス・電車など公共交通機関)

「満足である」又は「 どちらかとぃえば満足」

目標値 :4317%  実績値 :47.1%   [達成度 107%]

評価指標 (3):民間路線バスが運行していない集落のうち、NPO法人が行う生活交通事

業により運行サービスが受けられる市民の割合

目標値 1100%   実績値 :100%    [達成度 100%]

8 総合評価 【平成 25年度末現在】

NPO法 人による生活交通事業については、総合特区支援利子補給金制度を活用 し、

平成 24年度から小国地域で開始された。川口地域でも平成 25年度から開始され、山古

志地域・太田地区では、平成 26年度から事業開始予定である。住民が主体となった運営

が順調に進められており、全体として計画どおりに進捗 している。

今後とも、更なる収益性の向上を図るためく規制の特例措置の実現 (過疎地有償運送

の旅客範囲の緩和)を図るとともに、事業者と地域住民との協働推進やバスの利活用促

進に向けて、取組を推進する。
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